
 

 絵本クイズ 

 みんなのよく知っている絵本です。右のわくから字をえらんでマスをうめ、 
 絵本の名まえをあててください。 
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あかね文庫お話しの会 おひさまだより 

 『 まりーちゃんのくりすます  』 （岩波の子どもの本） 
  フランスワーズ 文・絵  与田準一 訳  岩波書店 
  
 まりーちゃんと仲よしの白いひつじのぱたぽんがクリスマスの
話をしています。 
 まりーちゃんはぱたぽんに、おりこうにして
いて、暖炉のそばに木のくつをおいておくと、
サンタクロースがその中にプレゼントをとどけ
てくれるといいます。でも、ぱたぽんはくつを
ぬぐことができないので暖炉のそばにおくこと
ができません。どうしましょう…?まりーちゃん
はいいことを思いつきました。それは…。 
 まりーちゃんとぱたぽんの会話は歌のように
くり返されます。優しい色彩、柔らかな線で
描かれた絵は愛らしく、温かい気持ちにしてくれます。 
 まりーちゃん、ぱたぽん、そしてだれにとっても楽しいクリスマス
でありますように !   

『 かさじぞう  』 

 瀬田貞二 再話  赤羽末吉 絵  福音館書店 

 むかし、あるところに、貧乏なじいさんと
ばあさんがあったと。大みそかの日、じいさんは
町へかさを売りにいったが、かさは一つも
売れず、正月のもちを買えなかったと。帰り道、
六じぞうさまが吹雪の中に立っていたので、
じいさんはじぞうさまにかさと手ぬぐいを 
かぶせて帰ったと。すると、正月の朝「よういさ、
よういさ、かさとってかぶせた じいぁ ばあぁ 
うちはどこだ」と、そりひきの声が聞こえてきたと。
じいさんが戸をあけると……。 

なつかしい昔話のひとつです。正月のもちや宝ものをじいぁ、
ばあぁうちに運んできてくれたのは誰だったのでしょうね。昔語
りの良さが心にしみてきます。 

「それから ふたりは、しあわせになったとさ。どっとはらい。」   

 ちいさなおともだち  だだんだん だいすき 

 Ｋちゃんはアンパンマンにでてくる「だだんだん」が大好きです。だだんだんは
ばいきんまんがつくったロボットで、何でもふみつぶしてしまいますが、子ども
に人気のキャラクターです。Ｋちゃんがリハビリの時、「よーし、だだんだん
あるきをするよー」といって、両手はだだんだんの手にして、口はいちもんじ、
足をどしんどしんとふみながら歩きます。見ていて、
とても強くてこわそうです。また、ブロックで上手に
だだんだんを作れます。 

 保育の時間では、紙皿の裏面にだだんだんの顔を
ママに書いてもらいます。クリスマスのサンタさんと
ツリーの折り紙パーツをはりつける工作では、
あれー ? いつの間にかだだんだんになってない ?  
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